




Chapter 5: Russia and Japan: 





































　本章では、社会学的観点から主に世論調査に基づいて、1991 年から 2015 年という期間における、
ロシア人と日本人のアイデンティティの共通点と相違点を分析することを目的としている。
歴史：千年の転換点に


















ア社会において、軍産複合体と法執行機関による最高権力への影響が強まった。歴史家である V. V. 
ソグリンの推計によると、エリツィン政権時代では、権力構造において軍人は 6.7％を占めていたが、
プーチン時代には 26.6％に上昇し、上級管理職では 58.3％を占めていた 2）。












とって非常にショックであったのが、2010 年 11 月におけるメドヴェージェフの国後島訪問であった。
日本側の外交措置は、これに先立っていた。最初に、2010 年 6 月 11 日衆議院において、日本への四
島の帰属を確定させる《北方領土問題等の解決の促進のための特別措置に関する》法律の改正法案が


















　日本の政治・政党システムにおける重要な政治的変化は、2009 年 8 月 30 日、大部分の有権者が野










大な災害は、国民の誇りの重要な事象の 1 つ ― きれいな自然への配慮 ― を守ることに関する、国
家の能力に問題を投げかけた。
　

























































































　ロシア科学アカデミー通信会員の M. K. ゴルシュコフの指導の下で行われた社会学的調査によって
示されているように、ポストソビエト期において、《大部分のロシア人が均一所得の社会よりも機会
均等の社会を好んでおり、国民の約半数が機会均等を、支持されなかった個人の自由よりも高位に位





の割合は、2011 年の 66％から 2014 年には 56％にまで低下した一方、自らの力に拠る人の割合は、
34％から 44％まで、10％も上昇した。これに関して、《自足できるロシア人》の割合が、2014 年秋か
ら 2015 年 3 月にかけて ― プーチンの評価が危機の絶頂にあった時期に ― 変化していない（44％
のまま）という点が、最も印象的である 8）。































出所： 世論調査、経済社会的変化（Monitoring obshchestvennogo mneniya, Ekonomicheskie 
I sotsialinye peremeny）、第 2 巻 86 号、2008 年 4-6 月、49 頁。
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は、この数字は 56 年前のおよそ 4 倍にまで伸びている：1953 年には全体の 12％であったのが、2013
年には 44％に届いた。同期間中、過去の統計で伝統的に高かった項目、例えば《自らの生活と健康》
はあまり変化せず、22％から 19％に低下しただけであったが、《お金・金まわり》は 15％から 4％へ
と急激に低下した 10）。（最近の世論調査は、日本人が 10 年前よりも家族をあまり評価していないこと
を示している。《必ずしも結婚する必要はない》や《必ずしも子供をもうける必要がない》と考える
人の割合は、ここ 5 年間、2009 年から 2013 年にかけて増加しており、これは 1973 年から開始され
























出所： 内閣府大臣官房政府広報、社会意識に関する世論調査、2014 年 1 月、http://
survey.gov-online.go.jp/h25/h25-shakai/2-1.html（2016 年 2 月 7 日、アクセス）






























出所： M. K. ゴルシュコフ・V. V. ペトゥーホフ編（2015）「危機下におけるロシア人の日
常：どのように生活し、何を感じるのか？（Rossiiskaya povsednevnosti pod vliyaniem 








































の割合が、かなり多くなっている ― 大都市部の住民の 38％、31 歳から 40 歳の回答者の 36％、そ





年の間に、2014 年 3 月の 60％から 2014 年 10 月の 78％へと上昇し、その数か月後には 80％を超えた。
より顕著ではなかったが、かなりの伸長が他の権力機構においても生じていた ― ロシア政府（43％
















全ての回答者 64 32 4
年齢
18-30 歳 60 33 7
31-40 歳 59 36 5
41-50 歳 65 31 4
51-60 歳 62 35 3
60 歳以上 72 26 2
教育 中等以上 65 31 4
出所： M. K. ゴルシュコフ・V. V. ペトゥーホフ編（2015）「危機下におけるロシア人の日常：どのように生活し、











日本 30 27 31
ロシア 26 － 45
出所： World Values Survey, 2010、www.worldvaluessurvey.org/wvs.jsp 
（2016 年 1 月 17 日、アクセス）
表 6　ロシア人の国家・公的機関への信用の動態、％
信用している 2014 年 3 月 2014 年 10 月 2015 年 3 月
ロシア大統領 60 78 78
ロシア政府 43 56 49
地域の指導者 43 48 43
地方自治体機関 32 34 27
ロシア国家ドゥーマ 25 32 29
連邦院 28 34 30
政党 15 17 17
警察、内務機関 30 28 32
マスメディア（新聞、雑誌） 32 33 30
テレビ 41 44 38
ロシア軍 61 62 65
労働組合 24 26 24
司法システム 24 24 26
正教会 55 50 50
公共・人権団体 31 37 35
ロシア科学アカデミー 43 42 47
出所： M. K. ゴルシュコフ・V. V. ペトゥーホフ編（2015）「危機下におけるロシア人
の日常：どのように生活し、何を感じるのか？（Rossiiskaya povsednevnosti pod 
vliyaniem krizisa: Kak zhivem I chto chuvstvuem?）」『全国調査の結果に関する情
報分析概要』、モスクワ：ロシア科学アカデミー社会学研究所、14-15 頁。
































出所： M. K. ゴルシュコフ・V. V. ペトゥーホフ編（2015）「危機下におけるロシア人の日常：どのように生活




















専制、国民性》と類似しており、この本の日本語論文の著者らは 1991 年から 2015 年の期間において、
それに関して言及している。








日本 43 40 37
ロシア 23 23 25
イギリス 30 29 30
出所： World Values Survey, 2010. – www.worldvaluessurvey.org/wvs.jsp 
（2016 年 1 月 17 日、アクセス）
第 5 章　ロシアと日本 133
うな結論が出されている：《ロシアの国際政治の目的に関していえば、一見それは明白であり、ロシ








において、日本人の価値観の方向性に関する 40 年間の調査結果が発表されている（1973 年から 5 年
毎に NHK は調査を行っている）。今日の日本人のアイデンティティを理解するためには、日本人が
自らの国民的な性格の独自性（優位性といえるかもしれないが）をしっかりと信じていることを明確
にする必要がある。NHK の 2014 年度の世論調査のデータをみると、回答者の 68％が《他の国民に
比べて、日本人は極めて優れた素質を持っている》と見做している。比較として、1973 年において
国家の独自性の支持者はより少なかった ― 60％ ― ことを示そう 23）。
　《日本は一流国だ》と見做している人の割合は、5 年間で（2008 年から 2013 年にかけて）、39％か
ら 54％へと、15％も急激に増加している（1973 年の初期調査時には、この数字は 41％であり、記録





（1973 年）から 20％（2013 年）にまで減少している 25）。2014 年度の日本人の政治的文化と基本的な
表 9　ヨーロッパおよび世界におけるロシアの位置づけに関するロシア人の意識の動態、 
回答者のうち（％）








出所： M. K. ゴルシュコフ・V. V. ペトゥーホフ（2015）「新たな転換点におけるロシアの外交政策の方向性
















出所： M. K. ゴルシュコフ・V. V. ペトゥーホフ（2015）「新たな転換点におけるロシアの外交政策の方向性

























Россия сегодня не входит в число 
наиболее влиятельных стран мира
Россия сегодня - одна из ведущих 
стран мира, сравнимая по своему 
влиянию с такими странами, как 
Великобритания, Франция, Германия, 
Япония
Россия сегодня - великая держава, 
сравнимая по своему влиянию на 
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　日本人は皆、自らの国に影響を与えた歴史的動乱に関してますます知らなくなっているということ
は、同じくらい驚くべきことである。例えば、2014 年 8 月に実施された調査によると、非常に多く
の日本人が広島と長崎における原子爆弾投下の日程をあげることが出来ないことが明らかになってい












正確な日時 ― 昭和 20 年 8 月
6 日 ― を提示
68,6 50,2 29,5
他の日程をあげる 21,4 25,0 28,1
よく知らない 10.0 24,8 42,2
出所： NHK、社会や政治に関する世論調査、原爆意識調査（2015 年 8 月 5 日、
www.nhk.or.jp/buken/yoron/social/index/html アクセス日時 2015 年 9 月 21 日）。
世論調査部　政木みき。原爆投下から 70 年薄れる記憶、どう語り継ぐ・原
爆 意 識 調 査（ 広 島・ 長 崎・ 全 国 ） よ り www.nhk.or.jp/bunken/summary/
research/report/2015_11/20151101.pdf（アクセス日時 2016 年 2 月 7 日）。
表 11　長崎に対する原子爆弾投下の日付に関する日本国民の知識、％
広島にて 長崎にて 国全体にて
正確な日時 ― 昭和 20 年 8 月
9 日 ― を提示
54,2 59,2 25,6
他の日程をあげる 23,0 27,0 28,1
よく知らない 22,7 13.8 49,2
出所： NHK、社会や政治に関する世論調査、原爆意識調査（2015 年 8 月 5 日、
www.nhk.or.jp/buken/yoron/social/index/html アクセス日時 2015 年 9 月 21 日）。
世論調査部　政木みき。原爆投下から 70 年薄れる記憶、どう語り継ぐ・原
爆意識調査（広島・長崎・全国）より www.nhk.or.jp/bunken/summary/
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